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口

桂

長E

畑
地
状
態
土
壌
並
び
に
水
田
状
態
土
壌
中
ぷ

於
げ
る
燐
酸
盟
の
動
静
に
就
い
て

第

報

土
壌
中
の
燐
酸
塩
の
溶
解
度
に
就
い
て

....... -、_，.
緒

雷

青
木
氏
〈
日
本
土
壌
肥
料
率
雑
誌
一
五
巻
一
八
二
頁
、
同
一
六
巻
七
五
頁
)
は
婆
作
に
劃
し
で
は
燐
融
施
肥
の
効
果
大
に
し
て
水
稲
に
封

し
て
は
其
の
効
果
比
較
的
少
な
き
土
壌
に
就
き
此
等
土
壌
を
水
同
紙
態
に
保
つ
時
は
、
該
土
壌
を
畑
地
欣
態
に
保
ち
た
る
場
合
に
比
し
、
著

る
し
く
多
量
の
燐
酸
が
易
溶
性
に
な
る
事
を
見
出
さ
れ
、
且

J
t
れ
等
の
燐
酸
盟
は
主
と
し
て
燐
酸
蟻
の
形
態
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

然
し
乍
ら
土
壌
中
の
燐
酸
盟
の
形
態
が
燐
酸
舗
を
主
と
ず
る
場
合
の
み
で
な
い
事
は
首
然
で
あ
り
〈
例
へ
ば
大
杉
・
吉
江
・
西
垣
・
日
本
農

醤
化
事
合
誌
八
巻
三
六
一
頁
)
燐
酸
腫
の
形
態
如
何
に
依
つ
て
は
該
土
壌
を
畑
地
扶
熊
並
び
に
水
田
欣
態
に
保
ち
た
る
場
合
の
燐
酸
盤
の
博

解
度
も
必
ら
や
し
も
水
田
欣
態
に
於
て
大
な
る
場
合
の
み
に
あ
ら
・
?
と
橡
想
さ
れ
る
の
で
著
者
は
青
木
氏
と
連
絡
の
も
と
に
数
種
の
土
壌
に

就
き
、
燐
酸
盟
の
溶
解
度
営
調
べ
、
少
な
く
も
門

I
)
水
回
統
態
に
保
ち
た
る
方
が
畑
地
欣
態
に
保
ち
た
る
場
合
よ
り
も
溶
解
度
犬
伝
る
場

合
、
〈

E
)
水
岡
献
態
の
方
が
逆
に
畑
地
紙
態
の
場
合
よ
り
も
溶
解
度
の
小
と
な
る
場
合
、
〈

E
〉
雨
欣
態
共
に
等
し
く
溶
解
度
の
大
た
る
場

畑
地
紋
曲
四
土
国
虚
血
び
に
水
田
朕
磁
土
鍾
申
に
於
け
る
燐
酸
堕
の
動
静
に
就
い
て

第
一
報

四
五



畑
地
紋
態
土
壇
血
び
に
水
田
賦
態
土
温
申
に
於
け
る
燐
刷
機
慢
の
動
静
に
拭
い
て

瞳

F
-

報

四
玉

合、

(
W
)
雨
欣
態
共
等
し
ぐ
著
る

L
く
棒
解
度
の
小
た
る
場
合
の
四
通
り
の
土
壌
を
見
出
し
た
る
を
以
て
、

以
下
簡
単
に
得
た
る
賓
胎
結

果
を
述
べ
た
い
と
思
ム
。

戸『

.圃'
・・園面、_，

方

法

賓

駿

燐
酸
堕
の
溶
解
度
を
調
べ
る
に
嘗
ワ
て
は
、
風
乾
細
土
と
し
て
一
五
瓦
に
相
賞
す
る
土
壊
を
、
内
容
約
一
五

O
耗
の
コ
一
角
フ
ラ
ス
コ
に
採

り
、
水
田
欣
態
の
場
合
は
水
分
の
全
量
を
二

O
瓦
、
畑
地
紙
鵠
O
場
合
は
五
瓦
同
土
壌
に
依
り
相
違
は
あ
る
が
、
概
ね
該
土
壌
の
最
大
容
水

量
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
内
外
と
な
る
V

L
」
し
何
れ
も
一

O
乃
至
一
二
列
宛
用
意
し
綿
栓
を
施
し
、
ロ
一

O
度
の
恒
温
箱
中
に
放
置
、

水
分
を
補
給
、
特
に
記
し
た
場
合
の
外
は
二
週
目
に
取
り
出
し
、
一
一
-角
フ
ラ
ス
コ
中
の
内
容
を
襲
酸
叉
は
苛
性
ソ
ー
ダ
を
種
々
の
割
合
に
加

一
週
自
に

へ
た
浸
出
液
b
L

以
っ
て
《
土
壊
の
水
分
と
合
し
浸
出
液
の
金
量
は
一
五

O
耗
と
も
品
る
如
く
す
V

内
容
約
二
五

O
隠
の
口
一
角
フ
ラ
ス
コ
中
に
移

し
、
一
二

O
度
の
恒
温
槽
中
に
て
十
五
分
毎
に
振
盈

L-一
-
一
時
間
後
描
過
、
諸
液
に
就
い
て
燐
酸
は

J

ア
=
ジ
ヱ
ス
民
比
色
法
に
依
り
、
反
感
は
キ

シ
ヒ
ド
ロ
シ
電
極
を
用
ひ
て
測
定
し
た
。

向
必
要
あ
る
場
合
は
土
壌
を
別
に
小
ガ
ラ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
に
採
り
、
畑
地
獄
態
或
は
水
田
扶
態
に
保
ち
同
巳
く
一
ニ

O
度
に
放
置
一
定
期
間

後
の
酸
化
還
元
電
位
を
測
定
し
た
・

(
三
)
・水
田
紋
態
に
保
ち
詑
芯
場
合
に
燐
酸
の
溶
解
度
末
ま
な
忍
場
合

大
原
農
業
研
究
所
土
壊
乞
始
め
、
箸
者
の
賓
験
に
供
し
た
沖
積
情
水
国
主
壊
は
概
ね
ζ

れ
に
岡
崎
ず
る
如
く
で
、
例
へ
ば
大
原
農
業
研
究
所



無
肥
料
栽
培
地
土
壌
〈
花
桶
岩
系
沖
積
土
壌
、

、、

砂
壌
土
、
熱
鞭
酸
可
裕
燐
酸

0
・
二
ハ
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
五
分
の
一
規
定
鞭
酸
可
格
燐
酸

0
・一
O
六
パ

l
セ

V
ト、

風
乾
細
土
と
し

て
室
内
に
保
存
せ
る
も
の
)
を
一
は
風
乾
棋

態
よ
り
直
ち
に
水
田
歌
態
と
し
一
は
水
田
献

態
と
す
る
前
に
強
め
其
最
大
容
水
量
の
約
七

五
パ

1
セ
シ
ト
の
水
分
量
の
畑
地
紙
離
と
し

て
三
五
度
に
一
一
週
間
放
置
し
た
後
水
田
蹴
態

と
し
た
場
合
及
び
風
乾
土
壌
を
直
ち
に
畑
地

扶
態
と
し
た
場
合
の
三
通
り
に
就
い
て
何
れ

も
前
記
の
如
き
方
法
に
て
、
此
場
合
は
特
に

一
二
週
同
の
燐
酸
臨
の
溶
解
度
を
調
べ
た
結
呆

は
第
一
表
及
び
と
れ
た
闘
示
し
た
第
一
闘
の

通
り
で
あ
る
・
表
中
燐
酸
」
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表第

浸lHil更に加へた

O.IN HCI叉l't
NaOHの c.c.1!1

番貌

PI05 
p.p. m. 
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10.位

7.82 

6‘52 
2.02 

痕跡

pH 

HCI 
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11 

句
-
-
の
白

q

u
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K
M

畑
地
紋
服
土
擾
並
び
に
水
図
版
曲
四
土
鑓
申
に
於
け
る
燐
酸
暖
戸
動
静
に
就
い
て

第
一
一
報

問
五
一
一
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Ehoの算出に，-;;~HI におし伺ミ H ボルトの補正をせ旬。

風~土援はEh O.回61ボルト.pH 6.50， Eh6 0.5661ボルトな旬。
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で
あ
り
、
浸
出
液
の
金
量
一
五

C
路
、
供
試
土
壌
一
五
瓦
な
る
た
め
、

畑
地
獄
窓
土
温
迎
び
に
水
図
版
感
土
懐
中
に
於
げ
る
虜
酸
盟
の
動
憾
に
就
い
て

第
一
癒

同
時
に
主
壌
一

O
O瓦
に
封
す
る
活
敷
と
な
る
。
以
下
の
表
に
就
き
て

、
も
同
様
で
あ
る
。

た
ほ
上
龍
三
股
態
の
土
壌
の
酸
化
還
元
電
位
を
測
定
せ
る
に
結
果
は

第
一
表
に
附
記
し
た
通
り
で
あ
る
・
帥
ち
風
乾
土
壌
を
直
ち
に
水
間
放

態
と
し
た
還
元
欣
態
の
費
達
せ
る
場
合
は
燐
酸
堕
の
溶
態
度
著
る
じ
く

大
で
あ
り
、
同
じ
く
水
田
駅
態
明
、
あ
っ
て
も
諌
め
畑
地
紙
態
と
し
た
後

水
聞
紙
態
と
し
た
場
合
は
、
土
壊
を
畑
地
紙
態
白
ま
a
A

に
保
ち
た
る
場

合
主
同
様
、
そ
の
溶
解
度
は
可
成
り
小
で
あ
る
・
畑
地
紙
態
の
場
合
の

燐
酸
盤
の
溶
解
度
曲
線
よ
り
推
察
す
る
に
、
本
土
壌
中
の
燐
酸
盟
は
燐

酸
餓
b
L
主
と
し
燐
酸
ア
ル
ミ
=
ュ

1
ム
を
一
部
混
在
す
る
も
の
L
如
く

で
還
元
紙
態
の
費
撞
せ
る
水
田
般
態
に
於
て
そ
の
溶
解
度
大
な
る
は
、

I~ 

m針jilc !1.仰や同記r:iUす

強M)~1J1t it: e ~ I hllち

..jt lil#j~~ 寸

jl111dtilt 

四
五
四

工

E 

s 

み
l
i
-
-
i
t ー

そ
の
溶
解
度
曲
鵠
よ
り
推
察
す
る
も
該
燐
酸
第
二
蹴
が
第
一
鶴
堕
に
還
元
せ
ら
れ
た
結
果
な
る
ぺ
く
、
強
め
畑
地
紙
態
と
し
た
後
水
同
紙
態

〆

と
し
た
場
合
の
如
く
水
田
駅
態
で
b
っ
て
も
還
元
欣
態
の
蛮
達
せ
ぬ
場
合
は
そ
の
燐
酸
の
溶
解
鹿
は
畑
地
紙
態
の
場
合
と
殆
ん
ど
同
様
守
あ

る
と
と
は
燐
酸
盤
の
形
態
よ
り
推
し
て
容
易
に
理
解
し
得
る
蕗
で
あ
る
。

向
土
壌
を
水
岡
耽
態
と
す
る
前
に
乾
燥
献
態
に
て
も
或
は
滋
潤
依
態
に
で
も
七

0
1八
O
度
乃
至
二
O
O度
内
外
に
加
熱
し
た
る
後
風
乾

E J 

30 

25 

問
。
帆
(
一
二
J

ヨ
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土
壌
を
接
種
す
れ
ば
水
間
欣
態
と
し
た
場
合
の
還
元
カ
は
一
屠
強

く
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
土
壌
に
於
て
別
に
風
乾
土
壌
の
み
を

用
ひ
た
場
合
及
び
風
乾
土
壌
を
加
熱
蒸
集
《
五
度
V

を
以
つ



て
二
時
間
島
理
せ
る
後
、
鹿
理
土

畑
地
伏
態
土
混
血
び
に
世
品
目
炊
懸
土
壊
申
に
於
け
る
憐
俊
園
田
の
勤
際
に
就
い
て

第
一
種

四
五
六

壌
一

O
瓦
に
風
乾
土
壌
五
瓦
乞
捺

加
せ
る
場
合
の
雨
者
に
つ
き
、
水

回
蹴
態
と
す
る
直
前
及
び
水
田
赦

態
と
し
て
よ
り
二
週
目
。
〈
温
度

は
前
記
の
如
く
三

O
度
、
・
以
下
同

様
V

燐
酸
の
溶
解
度
を
調
べ
た
結

同
飛
は
第
二
衰
及
び
と
れ
を
圃
示
し

た
第
二
闘
の
如
く
で
b
っ
て
、
と

の
場
合
の
酸
化
運
元
電
位
の
値
は

別
に
表
に
は
示
し
て
を
ら
ぬ
が

何
回
旨
と
し
て
、
水
田
扶
態
と
し
た

後
一
週
目
に
於
て
風
乾
土
壌
を

用
ひ
し
も
の
は
一
四
ニ
ミ
リ
ボ
ル

ト
、
加
熱
土
壌
左
用
ひ
し
も
の
は

も
℃
六
ミ
リ
ボ
ル
ト
、
同
巴
〈
二
週

土 盟 の 伏 E書
浸出液iこ加へた ~め畑地紙態

番就 O.IN HCI叉は 畑地紋怒 . としたのち水 民事E土拭湿を直ち

回朕態とす にlJ(回簡とす
N~OHの C.C.敏

P草: PIO& pH P.UI pH i PIUI 

1 HCI 却 C.c，. 1.95 4.72 1.94 6.印 2.05 9.12 . 
2 持 201t 2.47 2.釦 2.39 3.90 2.46 i a∞ 

‘ 
3 骨 15 " 2.印 2.12 2.49 2.52 2.55 5.16 

4 10 " 2.70 1.田 2.65 2.16 2.92 " 4.昭|

b 11 5 11 2.叩 l.O'7 3.16 1.56 4.昭 2.02 

6 11 2 If 3.'75 0.'72 3.98 0.76 4.35 痕跡

7 11 o If 5.1槌 仮跡 5.邸 仮跡 5.95 11 

8' NaOH 
2 " 

6.43 2.05 6.田 Z槌 6.70 1.55 

9 時 511 7.67 5.48 7.74 3.46 7.35 5.80 

10 h マ" 8.6 7.伺 &沼 6.21 8.24 a却

11 " 101/ 8.9 12.95 8.8 15.65 8.7 18お

12 骨 1511 9.2 24.Oa 9.3 公主05 9.3 泊'.03

一
0.5205ボルト a日54ボルト 0.5205ボルト

5.0] 4.98 5.01 
唖ソー..-

。ぷ~3，j(ルト 0.29印ボルト 0.+017ボルト

せ採るり測E定tP週目 pH 4/17 5.26 6.75 

及活 pHl3i.1J3{凪 0.4807./1.ト 0.1324ボルト o.α胸ボルト
の 3沼目 pH 

5.沼 '7.∞ 7.ifJ 

pH 8.5以上の債は比色誌に依る推定 pHiI・。



香川鯨川岡村土壌の場合

浸出穣に加へた
土湿の伏惣

香"O.INHCI叉は 畑地の欽懸 2f(回燃理費

HaOHのc.().1!史 pH.pa05pH PEEM 
，p・p.m・ ;p.p.m.

1 HCI 30c. c. 2.'5l 2.05 2.46 5.92 

2 " 2011 2.49 1.69 2.79 4.倒

3 IJ 151/ 2.63 O.白 3.11 3.句

4 
" 10 " 2.95 。81 3.51 2.回

5 
" 511 3.48 0.44 4.49 O.回

6 " 2 11 4.20 痕跡 4.44 0.41 

7 " 0" 5.76 骨 5.04 痕跡

8 NaOH 2 " 6.45 痕跡 6.10 2お

9 曹 5" 7.66 " 7.31 3.70 

10 
" 

守狗 8.05 H 8.21 5.∞ 
11 " 10" 8.42 ". 8.5 8.30 
12 " 15 " 8.-8 : 4.06 8.9 11.00 

何れの炊p!!の場合も風車E土獲を直ちに用」品。註

香川牒陶村土壌の場合

浸出演に1lIlへた
土沼の炊感

香就 O.IN HCI叉は

NaOHの c.c.a
PE1 pp. pg O. m5 ・ pH 白・i pp. gpE. m M 

1 HCI 20 c.c. 2.52 : 3.48 1.田 17.28 

2 曹 10" 3.62 : 1.邸 3.日 9.36 

3 師 5" 4.79 ~ 1.耳O 4.82 4.84 

4 曽 2" 5.20 ; 1.町 5.28 0.82 

5 1; 。" &哩俵跡 6.14 0.92 

6 NaOH 211 6.10 ; 1.65 6.26 1.06 

7 " 5" 6.77 : 2.'/:1 6.71 2.10 

8 " 10晴 7.28 : 7.20 7.40 9.41 

第四表

第五表

何れの伏患の傷合も風乾土湿を直ちに用品、。髭

ロ
μ
に
於
て
前
者
は
一
二
六
ミ
リ
ボ
ル
ト
、
後
者
は
六

0
ミ
リ
ボ
ル
ト
で
あ
り
、
敢
て
斯
る
数
字
を
述
べ
る
必
要
も
無
い
と
と
で
あ
る
が
後
者

の
方
が
よ
り
還
元
紙
態
の
蛮
撞
を
示
し
て
&
り
、
燐
酸
の
溶
解
度
も
亦
と
れ
に
癒
じ
て
後
者
の
方
明
か
に
、
更
に
大
と
な
っ
て
ゐ
る
・

も
ー
と
よ
り
加
熱
謀
説
に
て
鹿
理
し
た
土
接
そ
の
も
の
L
燐
酸
の
溶
解
度
も
風
乾
土
壌
に
比
レ
少
し
く
大
と
は
な
っ
て
ゐ
る
が
、
水
制
蹴
麟

ー
と
し
た
後
の
差
に
比
ナ
る
と
遥
か
に
小
で
あ
h
p
、
水
田
駅
態
と
し
た
場
合
の
両
者
の
燐
酸
の
格
鮮
度
の
差
、
邸
ち
例
へ
ば
第
二
闘
の
曲
線

I

及
び

E
の
差
は
主
と
し
て
土
雛
を
水
田
依
態
と
し
た
の
も
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

畑
地
紋
態
土
温
並
び
に
氷
旬
伏
盟
即
土
岨
慮
中
に
於
け
る
品
開
酸
堕
の
動
爾
に
就
い
て

a
F
一
般

同
五
七



畑
地
紋
服
土
趨
並
び
に
氷
白
紙
懸
土
濁
ゅ
に
於
け
る
憐
磁
盟
，
の
動
副
聞
に
就
い
て

第
二
搬

倫
岡
山
聯
農
事
試
験
場
土
壌
、
香
川
臓
川
岡
村
土
壌
、
同
撫
陶
村
土
壌
等
に
就
き
同
様
に
燐
酸
の
溶
解
度
を
試
験
し
た
結
果
は
夫
々
第
三

四
五
八

表
乃
至
第
五
衰
の
通
り
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
風
乾
土
壌
を
水
田
欣
態
と
し
た
場
合
は
夫
々
の
土
壌
を
畑
地
蹴
態
に
保
っ
た
場
合
に
較
ペ
著
る

し
く
燐
酸
の
溶
解
度
を
増
し
て
ゐ
る
1

岡
山
鯨
農
事
試
胎
場
土
壌
の
場
合
に
畑
地
紙
態
と
し
た
後
水
田
蹴
態
と
し
た
場
合
の
燐
酸
の
溶
解
度

が
畑
地
紋
態
の
ま
h
保
ち
た
る
場
合
と
殆
ん
ど
同
様
で
あ
る
の
は
、

犬
原
農
業
研
究
所
土
壊
に
就
い
て
得
た
結
果
と
一
致
し
て
ゐ
る
。

(
回
)

水
田
扶
態
に
保
ち
詑
芯
場
合
に
燐

酸
の
溶
解
度
小
£
な
芯
場
合

岡
山
鯨
草
間
村
土
撞
〈
古
生
居
、
壌
土
、
五
分
一
規
定
期
酸
可
溶

燐
酸
0
・0
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
V

の
場
合
は
と
れ
に
属
し
、
本
土
壇
bz

採
取
後
風
乾
細
土
と
し
室
内
に
保
存
せ
る
も
の
に
就
い
て
、

前
記

と
同
様
畑
地
紋
態
、
水
田
扶
態
及
び
強
め
一
週
間
三
五
度
に
で
畑

地
蹴
態
と
し
た
後
、
水
田
扶
態
と
し
た
場
合
の
三
通
り
に
就
い
て
何

れ
も
二
週
目
の
燐
酸
の
溶
解
度
を
詞
ぺ
た
結
呆
は
第
六
表
及
び
と
れ

P
E
圃
示
し
た
第
三
闘
の
通
り
で
あ
っ
て
、
風
乾
土
壌
生
直
ち
に
水
田

赦
態
と
し
た
邸
ち
還
元
カ
の
強
い
場
合
は
、
畑
地
紋
態
後
水
田
扶
態

圃

mftt混在干のE、'*咽紋世.1:す

E 唯吟1JHU;':邑~I T: f-l-KID ilX~ 
川

畑1せ献;曹

要

I 

f 

菅

E 

Z
7

之

問
。
円
(
ミ
ヨ
山
小

1
1
1

q 



ノ

表..... ，、第

怒伏の担土

風車E土湿を直ち
に水田炊飯とす畑地紋Ti!i香sl!

NaOHの C・C・m F的s
pH P~ÛI pH p.p.m. p.p.m. p.p.m. 

1.日2.57 回

ma

∞

z
z
z
 

2.52 3.36 

3.08 

2.52 roc. c. 
20H 

1511 

HCI . 1 

2 l.Ol 

仮跡

3.49 2.田3.崎
" 

4.14 3.43 2.65 3.52 1. " 3 

" 4.93 1.伺3.制2.47 3.89 10..， . " 4 

5 " 5.52 

6.卸

2.29 

1.13 

0.92 6.国

7.74 

1.叩

2.却

6.25 

6.57 

6.84 

7.26 
o " " 

1.97 

4，∞ 
6品9.1 

9.7 

5.24 9.0 6.40 

8.39 

9.2 

11 

" 
7.79 8.92 9.6 9.7 101/ " 

0.4848ボルト

6.26 

0.5424ボルト

6.43 

0.4848ボルト

6.26 

酷

同

凪

悶

，
 

•. 
，，a
・、，・
E

‘
•• 
、

同

国

同

同

自

遡nu
-
-

別に11、シ
，1) y〆ー
に土掴を
録り Eh，
pHを測
定せる飴
康

沼
地
紙
愈
土
細
血
ぴ
に
水
田
岬

mm土
圃
圏
中
に
於
け
る
揖
開
幽
国
軍
の
動
婦
に
就
い
て

11め畑地獄聞置
としたのち水
回拭怒とす

PsO， 
pH 

寝泊話更に加へた

O.INHCI叉は

4羽

5.58 

2.崎

1.31 

0.95 

4.50 

5.却
5" 

2 " 
" 
" 6 

7 

8.6 4.∞ 7.87 

2.26 

3.81 8.7 
2 " 

5 " 
守1/

NaOH 8 

9 

]0 

11 

0.3199ボルト

6.71 

o.502iボルト

6.42 

0.5694ボルト

6.36 a
F

一
級 0.1361ボルト

7.24 ' 

0.お38>1{ルト

6.83 

0.&沼8ボルト

6.33 

rEh 
3週目{耳

、

と
L
た
場
合
及
び
畑
地
献
態
の
場
合

に
比
し
て
燐
醸
の
溶
解
度
は
明
か
に

著
る
し
く
減
じ
て
ゐ
る
・

た
ほ
土
壌
を
水
田
蹴
態
と
し
た
場

合
の
還
元
力
を
更
に
強
め
る
た
め
、

水
田
献
態
と
す
る
際
に
土
壌
に
封
し

0
・一.山
1
セ
ン
ト
の
グ
ル
コ

1
ズ

を
加
へ
た
場
合
、
加
熱
蒸
集
を
以
つ

て
鹿
理
し
た
場
合
、

〈
由
理
僚
件
は

既
記
と
同
様
、
以
下
同
じ
V

及
び
風

乾
土
壌
b

も
そ
の
ま
込
用
ふ
の
三
通
り

に
就
い
て
同
様
燐
離
の
椿
解
度
を
調

べ
た
結
果
は
第
七
表
の
通
り
で
あ
る

が
、
還
元
紙
態
の
よ
り
強
く
殻
撞
ず

る
に
伴
っ
て
燐
酸
の
溶
解
度
の
減
歩

る
事
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
然
し

四
五
九



第
一
一
戦

岡
大

O

畑
地
状
態
土
温
磁
ぴ
に
水
鉛
朕
掛
町
土
橿
申
に
於
け
る
憐
酸
圃
盟
の
勤
務
に
就
い
て

温め獄窓

a加I!君事無慮理土湿|風車E土鑓をそのま
昔日水田猷1mとす I~ 水回以1íliとす

pH j P-OE l p ipo  
I llH p.p.m. I ，--- p.p.m. 

3.26 1 ].ffl : 1.79 

2縄 I 2.日 1.応

1.河 I 3.苅 : 0.75 

j仮齢 1 4.31 ~ 鐙

市 I4.目

。78 I 5.50 

O.回 I6.10・:1.11 

1.町 I 7.17 : 2.邸

1.23 I 8.42 : 2却

2邸 I8.8 :， 2.91 

土

グルコ F ズ了を添

且主主主ffiH地
PIU5 pH p.p.m 

1.77 

1.61 

0.?5 

鹿島事

表

香磁

七第

浸出援に加へて

O.IN HC1叉1"1

NaOHのc.c.ft

田
川
町
市
山
田
白
山
田

司

4

の
6

円

d
n
u
τ
R
u
a
u

沼

田

担

問

羽

田

Z

Z

4

4

a

6

 

3Oc.c. 

2011 

10，. 

5" 

噌

--n，U
向
。
凋
岨
守 i!ft; 

11 

0.89 

211 

On 

HCI 

5 

h 

6.99 

7.76 

8.7 
9.。

0.91 

1.01 

1.25 

1.48 

7.19 

7.倒

8.6 

8.9 

2 " 
5" 
守層

10，. 

NaOH 

6 

7

8

9

m

 

乍
ら
風
乾
土
壊
並
び
に
と
れ
を
加
鹿
蒸
気
を
以
っ
て
蕗
理
し
た
直

後
の
燐
酸
の
博
解
度
は
第
八
表
の
如
〈
・
で
あ
り
、
と
れ
と
第
七
表

の
数
字
と
を
併
せ
考
へ
、
何
れ
の
水
田
蹴
踏
に
す
る
も
、
燐
醸
の

油
市
解
度
が
減
じ
て
〈
る
事
は
と
の
場
合
に
も
確
か
で
あ
る
。

表

番甥浸0.1出N被EにC却In叉ぽt のj:~ そのま』

NaOHのc.c・敏〆 pE : P205 PE pg白

1 四 団山山4i四回!踊

2 I " I 20" I 2.72 I 3.76 I 2.81 1 .3.29 

; I ;/ I ~~ ~ I ~~ ! ;.~~ I ~~~ ! ;.;; I 
4 I n I 10" I 3.79 i 2.81 I 3.86 i 2.66 

1 

5 I "・ 5.// 1 4押 ，.2 210 6国 11田

6 1 " 1 2 11 1 5.25! 1.58 1 5.36: 1.33 . I _ I _ __ i __. I _ __ f ・
7 I ，， 'IOn 15.印 ，腹跡 5.61 j f震1ft;

8 NaOH 211 7.28' 1.25 7.侃 :1.05 

9 " 
5H 8.8 ; 3.64 8.7 : 3.回

10 " 守町 9.2 ; 2.50 9.1 1 3.1Z・

9・8i$64
. 

11 " 10 " 9.7 : 4.∞ . 

八第



(五」

水
田
畑
地
雨
紋
態
共

に
等

L
《
燐
酸
の
溶

解
度
穴
な
芯
場
合

岡
山
脇
財
田
村
、
鯨
農
事
試
験
場
周

萄
試
蹴
地
梨
園
土
壌
《
洪
積
磨
、
壌
土
、

五
分
一
規
定
盛
酸
可
溶
燐
酸

0
・0
八

ニパ
l
セ
シ
ト
V

は
と
れ
に
属
す
.
本

土
拙
慣
は
「
晩
三
士
同
」
を
栽
培
せ
る
土
壇
で

昭
和
十
二
年
以
前
の
施
肥
蹴
況
は
著
者

に
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
十
三
年
以
来

土
壌
を
採
取
せ
る
昭
和
十
七
年
六
月
迄

に
、
例
年
基
肥
と
し
て
燐
酸
〈

3
9
)

五
貫
乃
至
七
貫
-E過
燐
酸
石
友
を
以
て

輿
へ
て
ゐ
る
.
本
土
壌
逆
用
ひ
畑
地
獄

態
、
水
田
欣
態
、
強
め
畑
地
後
水
関
紙

表九第

煙量

畑地獄態

自白
p.p.m. 

J8.sI 2.16 

2.~ 

22.ω 
20.64 

Ufl 

2.38 

16-41 l.63 

2.39 

30c. c. 

色調
15庁

14.88 J2.卸

16.∞ " 3 

畑
地
獄
噂
土
園
抽
出
び
に
水
田
伏
厳
土
辺
市
甲
に
於
け
る
傍
酸
堕
の
勤
務
に
就
い
て

風乾土11を直ち
にl](田伏館とす

紋の

E盟め畑地紋態
~ Ltこのち水
田炊般とす

P，U5 pH 

温土
浸出僚に加へた

O.INHct叉は

NaOHのc.c.敏

香滋

• pH 
p.p.m. 

PlIU包

p.p.m. pH 

HCI 1 

2 

l5.23 

16.∞ 

8.21 

6.61 

2.印

2.76 

19.謁

l4.飽

2.45 

2.印14.16 

9.40 

2.56 

2.79 10 " 
" 
" 

4 

5 3.44 

3.93 

11.84 

7.44 

2.88 

3.86 

3.19 

3.88 
5 " " 集

『
回
世

3.20 

17.却

25.印

26.缶

i . 8.42 

'6.81 

3.32 
2" " 6 

5.73 4.24 

9.20 

5.55 5.85 

6.38 
。"曹7 

6.53 6.38 8.65 

16.倒
': 2 " 

5 " 

NaOH 8 

7.04 

'7.日

16.∞ 
24.部

6.93 7.但制9 

7.48 24.61 7.58 

8.1 

守拘

10 " 
" 

n
u
司

4

n
，u

司
E
a

噌

E
a・
噌

EJ-

8.6 39.46 8.8 

!M 

鈎.46" 

m
m
E
同

凪

悶

f
t
・Ef
t
-
t

，・2
・t

間
同
同
日
同
一
口

日

沼

遡

n
U

司

る

司

O

，.E
・E・-Eat-----R

シ
-
を
h
，
測
結

・小

r
s
Eを
る

に

y
土
り
王
A
E

関
リ
に
探
判
定
暴

泊.76， 
-“‘ー・・・ー・・・・・ー・ーー..ーーー・・・ ー ー' ・・........--_..........ーーー・ー.白色・・・・・ー・・ー........‘ー・・ー.....ーーーーー.....
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偲
地
賊
軍
土
置
薗
ぴ
に
水
田
奴
思
土
慮
中
に
於
け
る
傍
磁
堕
の
動
回
開
に
就
い
て

第
一
間
報

岡
六

態
と
し
た
場
合
の
三
通
り
に
就
き
前
記
と
同
様
二
週
自
の
燐
酸
の
溶
解
度
注
調
べ
た
結
果
は
第
九
表
及
び
と
れ
を
圃
示
し
た
第
四
固
に
示
す
・

渇
り
で
、
一
二
一
蹴
態
の
聞
に
殆
ん
ど
溶
解
度
の
相
遣
を
認
め
な
い
。

但
し
本
土
壌
は
第
九
表
に
附
記
し
た
注
り
風
乾
土
壌
を
直
ち
に
水
田
欣
態
と
し
た
場
合
も
還
元
欣
態
の
琵
建
は
甚
だ
微
弱
で
あ
る
た
め
、

)釘

jリt1tlH吋術書秩lut
干t..III11B1t ~k ~，~ t k.f.¥_ 
明luD枚、控， ~t 

JIfJ 1サ1ft..睦
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E 
之f

E 
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併
h

，

，

骨

酢

E
h

T
3
9
♀・唱・日・〉 (0 

‘E 

官7 .z. ~ fI.一一子 6 
-一一歩 ~l 念ぜ i， 11J己 5控 ρ ，，.，

前
項
と
間
接
グ
ル
コ

l
ズ
を
添
加
し
た
場
合
、
加
熱
蒸
気
を
以
て

鹿
理
し
た
場
合
等
の
如
く
、
還
元
赦
態
の
費
量
を
促
す
如
き
鹿
置

を
施
し
た
後
水
同
紙
態
と
し
た
場
合
に
就
い
て
も
燐
酸
の
溶
解

度
乞
槍
し
、
結
果
は
第
一

O
表
に
示
し
て
ゐ
る
が
、
グ
ル
コ

1
ズ

を
加
へ
た
場
合
及
び
加
熱
蒸
気
を
以
て
強
め
鹿
理
し
た
場
合
は
何

れ
も
還
元
扶
態
の
蛮
速
は
著
る
し
い
が
、
燐
酸
の
溶
解
度
は
風
乾

土
壇
を
そ
の
ま
a
込
用
ひ
た
場
合
に
比
べ
て
殆
ん
"
と
捷
ら
な
い
結
某

と
な
っ
て
ゐ
る
。
向
風
乾
土
壌
及
び
抑
監
蒸
載
を
以
て
庫
理
せ
る

直
後
の
土
壌
の
静
解
度
を
第
一
一
表
に
示
し
た
が
、
第
九
表
並
び

に
第
一

O
衰
の
数
字
と
比
較
考
察
す
る
に
加
熱
に
依
る
燐
酸
の
易

静
化
を
殆
ん
ど
認
め
守
、
且
つ
少
な
く
も
二
週
間
程
度
で
は
と
れ

を
如
何
な
る
土
.
壌
の
扶
態
と
す
る
も
燐
酸
の
溶
解
度
に
は
先
づ
何

等
の
聾
化
を
も
来
さ
ぬ
も
の
と
考
へ
ら
る
・



表

番貌

態

風~土担置をZI<
回放置自とす

PtOs pH 

。
湿の朕.

11m医療焦.Il理土温 ι

を水田朕態とす

PE e hEM 

土

グルヨ F ズ?を添
加せる水田欽懸

BH i p，ω 
p.p.m. 

第

浸出援に加へた

O.1NHCI叉は

p.p.m. 

18.却

16.07 

P主主・

17.40 z.rfl 2.叩21.ω 

19.14 2.40 

2.河

14.00 2.41 

2.80 

3.43 

11.41 13.10 . 11.叩

9.19 10.ぉ

• 5.旬
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目
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担
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3.95 
ON 

2# " 
6 

7 NaOH 

5 # 

7" 

11 8 

8.42 

16.39 

O.位:47ボルト

4.押
0.3040ボルト

5.54 
0.2264""ルト

6.05 

錨
地
紙
霞
土
混
血
び
に
水
田
朕
厳
土
壇
圏
中
間
於
け
る
憐
畿
懸
の
動
溺
に
就
い
て
w

9.19 

4.10 .3.叩5.ω 2 11 " 
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7.印
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8.19 

17.20 1011 " 
" 

9 

10 
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同

国

回

目
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喝
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内

ソ
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h
J
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恥
測
盤
面

-m-r圃
E
を
る

に
y
土
り
王
せ

闘
訓
"
に
録
凶
定
呆

表

0浸.1出N液Eに10加Iへ叉たは
加屋空気雌 風車E土趨

番磁
土国 の ま 』 そのま』

pE- P-Os p，Os 
NaOHの C・c.111 p.p.m. pH i p.p.m. 

l HCI お C.c. 2.04 [ 17.却 2.12 : 17.76 

2 " 20" 2.31 ! 14.剖 2ぉ;14.回

3 " 15 " 2.56 ! 12.回 2.52 : 14.国

4 " 10 " 2.81 : 11.60 2.町: 12.07 
: 

5 " 511 3.32 ; 10.64 3.16 : 9.84 

6 11 2 11 3.70 ; 7.52 3.70 : 5.加 |

7 " o " 4.51 1.21 4.卸; 1.70 

8 NaOH 2N 5お 1.臼 5.91 i 2.22 
9 N 5 " 6.70 ! 4.92 1.34 : 3.76 

7.41 
: 

10 1/ 711 8.53 8.41 : 9.70 

11 " 
10n 8.30 9.20 8.6 : 15.沼

12 1/ 15n 9.0 15.38 9.0 : 16.∞ 
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第
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山
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第
一
園
田

(
穴
)
水
田
畑
地
繭

畑
地
紙
態
土
湿
砲
び
に
水
田
岬
肌
磁
土
壇
申
に
於
け
る
極
関
幽
田
哩
の
動
園
"
に
就
い
で

阿
六
四

扶
態
共
に
等

、

L
《
蝿
酸
の

溶
解
度
小
な

'e
場
合

愛
知
麻
由
民
事
試
験
場
土
嬢

(
洪
積
層
、
埴
壊
土
、
熱
盟

融
問
可
博
燐
酸

0
・一

0
4ハ.ハ

1
セ
ン
ト
、
五
分
一
規
定
聾

酸
可
博
燐
酸
。
・

0
一
八
バ

ー
セ
シ
ト
)
は
と
れ
に
属
し
、

風
乾
細
土
に
就
き
、
該
土
壌

を
畑
地
獄
離
に
保
ち
た
る
場

合
、
水
聞
紙
態
に
保
ち
た
る

場
合
、
強
め
畑
地
紙
態
と
し

表

土 憧 fD 朕 s 

糧問液に舗へた 11め姻地の口4n~ニ紙一~ち山種理」叶引|旦加母p両E二塵量盟正掴里穣一1はP祭を1;戸a氷:Z R 2 E眠舵土掴
番強 O.INHCI叉11 畑地獄隠国とした を水回以

NaOHのCoC・敏 。 炊臨: 砲事とすPtOt. 
PE ，i PgEM pH 1 PE j 

: p.p.m. I .---: p.p.m. I • --1 p.p.m'l •. : p.p.m. 

1 1 HCI 柏日出 1.74 岬 M7 1nmmii i 瑚 l

2 j N 加1.9'7:1制 1鎗 1却 2∞ 1.7111田 12l

3 I " 120市 2.04: 1.23 1 2.05; 1.14 1 2.13: 1.39 1 2.10! 1.35 

4 I " 1 10" 1 2.問 。O.fJl 1 2.89! 0.51 1 2.99: 0.回3.01i 0.45 

5 1 " I 5" 1 3.54: 0.33 I 3.82 i 0.3) ! 3.ω: 0-16 I a.81 i 0.18 I 
6 1"  1211 16.30 痕跡 5.41 仮跡 5回 i領跡 5却 i痕跡!

7 I " I 0" I 6-06! " I 6-22: 11 I 6-75: O.泊6-78:" 

8 i NaOH I 2 11 i d.血1o.田 7岨 a日早苗 0.74 玖2110且
， ‘ ' 

9 I " I 5" I 7.31 i 3.m I 7.39; 1.91 I '7.48 : 2.19 I 7.40! 3.叩
E‘b ‘ : 

10 I 11 I 7 11 I 7.86 i 6.'78 t 7.82; 5.24 I 8.21 ; 6-制 7.回 7.回

11 I 11 I 10" I 8.01 i 13.49 I 8.∞ ・10.回 &田 ;11.2'7 1 8.沼 12.田

12 I 11 I 15" I 8.44 1 14.2'7 I 8お12.ω 8.61: 13崎8.臼 14.95
....・........_--.......__............司トーー・・・・・ー -・p・‘・‘ー....ーーーー 骨骨骨骨合・b・.....ーー・・ー・骨骨骨酔‘亭..・・..._-_.-・・_..ー・・ーー・・・・・・ー・ー・.............・...--ー-ーー-ー-・ー・・・e・.

則山 O日目{:! 一 a田沼ボルト 0.5∞2ボルト 0.o308ボルト

一 6.90 5.85 5.91 
リν〆ー

一 0.4802ボルト 0.3751ボルト 0.3946ボルト

一 5.93 6.国 116-12 ~りEb，

一 0.472501(ルト 0.0穴53ボルト 0.1423ボルト

~せる結 pH 一 6-20 6.42 6.詔

果 0.4823ボルト 0.C6CX3ボルト 0.1258ボルト

一 6.21 6.回 6-61 

L.-第



(
七
)
考

察

並

び

に

線

括

-R後
水
田
秋
態
と
し
た
場
合
及
び
加
熱
蒸
気
を
以
℃
慮
理
し
た
後
、
水
田
紋
態
と
し
た
場
合
の
四
通
り
に
就
い
て
燐
酸
の
溶
解
度
を
調
ぺ
た

結
果
は
第
一
二
表
の
通
り
で
あ
っ
て
〈
圃
は
四
本
の
曲
線
が
殆
ん

E
重
な
り
合
ふ
を
以
て
省
略
す
V

土
壌
の
扶
態
の
如
何
、
水
田
扶
態
に
於

営
著
る
し
い
}
、

け
る
還
元
力
の
強
弱
の
如
何
(
加
熱
蒸
気
を
以
て
鹿
理
し
た
後
水
田
扶
態
と
し
た
場
合
は
第
一
二
表
に
示
し
た
通
り
還
元
欣
態
の
費
建
は
相

に
拘
は
ら
や
燐
醸
の
溶
解
度
は
何
れ
も
甚
だ
・
少
念
〈
、
土
壌
の
献
態
に
よ
る
溶
解
度
の
相
遣
を
認
め
得
な
い
.

以
上
土
壌
乞
畑
地
欣
態
並
び
に
水
出
赦
態
に
保
ち
た
る
場
合
に
、
土
壊
ボ
の
燐
酸
の
溶
解
度
の
動
静
に
四
通
り
の
場
合
あ
る
を
認
め
得
た

が
、
犬
原
農
業
研
究
所
土
壌
等
の
如
く
、
水
田
扶
態
に
於
て
燐
酸
の
易
溶
性
に
成
る
場
合
は
、
主
と
し
て
土
壌
中
の
無
機
燐
酸
が
燐
酸
践
の

形
態
に
あ
る
も
の
な
る
べ
く
、
水
聞
紙
態
に
於
て
そ
の
溶
解
度
b
z
械
や
る
草
岡
村
主
嬢
は
、
そ
の
溶
解
度
曲
線
よ
り
推
し
て
恐
ら
く
は
燐
酸

三
石
友
b
z
主
檀
と
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
何
れ
の
献
態
と
す
る
も
燐
酸
の
溶
解
度
著
る
し
〈
大
に
て
、
且
つ
土
壌
の
献
態
に
依
る
溶
解
度

の
相
遣
を
認
め
ざ
る
岡
山
農
試
園
轟
試
験
地
梨
園
土
壌
の
場
合
は
、
易
溶
性
燐
酸
の
量
の
大
な
る
と
共
に
少
な
く
も
燐
酸
儲
並
び
に
燐
酸
三

石
次
の
共
存
が
噛
感
想
さ
れ
る
・
何
れ
の
土
壌
の
放
態
と
す
る
も
燐
酸
の
溶
解
度
著
る
し
く
低
金
愛
知
腕
農
事
試
験
場
土
壌
は
燐
酸
の
溶
解
度

著
る
し
く
低
く
、
そ
の
形
態
を
推
論
し
難
い
が
、
恐
‘
ら
く
は
燐
酸
ア
ル
ミ
ナ
を
主
慢
と
す
る
も
の
な
る
べ
く
・
、
燐
酸
量
の
少
な
き
と
共
に
後

報
に
述
べ
る
如
く
、
遊
離
ア
ル
ミ
ナ
の
存
在
b
z
も
考
へ
ら
る
L
土
壌
に
し
て
燐
酸
の
吸
牧
が
著
る
し
く
速
か
た
る
た
め
と
拍
車
想
す
.

附

記

本
報
告
中
に
は
著
者
が
恩
師
京
都
帝
国
大
事
教
授
大
杉
繁
先
生
と
協
同
じ
て
行
っ
た
成
績
を
含
ん
で
を
h

て
費
表
を
許
さ
れ
た
問
先
生
に

畑
地
獄
磁
土
樋
邸
ぴ
に
水
田
紙
懸
土
温
仰
に
於
け
る
傍
白
眉
竃
の
動
綱
に
就
い
て

集
一
報

開
六
五
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